
－「一一 一丁‘。1町「丁「「㌃マこ’『v　7一一 一毒　一『ド｛τβ邪 ’ドf『一刑イ　「　「「1一 ’Y烈　罵　一門，噂㌔－▽　’1「勲『て歌「　■V－K 買静一！1一一一y『㍗一）丁看－三♪

’

564 ●

1シ
1』

レ
［
ヒ

ト

ト

1」
ド

チ

し

ト

ト
ヒ

巨
「

1’・

L

卜

F

卜
1．

チ
1「

rll

酬
l　　　l

界

　　1・講演企画委員に武田氏，渡辺氏　　講演の企画，

運営その他について，研究所の武田武氏および図書課の

渡辺次雄氏に活躍して頂くことになった．

　　2・籾山政子女史国際地理学連合に出席　籾山政子女

史は1956年8月ブラジル，リデオジャネイロで開催され

た国際地理学連合に出席，医学地理分科の副議長をつと

め活躍され，9月4日空路帰国された．

　3・寺田氏WMO，のCMM－1に出席　　寺田一彦氏
は10月11日に羽田を立ち10月16日から31日にわたって開

催されたWMσのCMM－1（海上気象専門委員会第
2）に出席，オラ’ンダの水理実験所，ロンドンのインピ

リアル大学・パリの気象台，ローマのFAO（Food　and

Agribaltural　Organization）等を視察された上，同月12

日に帰国された．

　4．太田正次氏国連の科学委員会に出席　　太田正次
・氏1ま10月16日に出発，10月20日から4日にわ・た？てニュ

ーヨーク市で開催された国際連合の科学委員会に出席さ

れ，11月17日帰国された．

　5・来春の総傘と大会　　日本気象学会の来春の大会

と総会は名古屋において，5月21日一23日に開催される

消’！

　　ぐ．
　　～

自
’し、

ことにきまった．

　6・日本気象学会の秋の大会は，研究発表会は15，6

日にわたって高円寺の気象研究所で》気象電気に関する一

シンポジウムは17日に気象庁の養成所教室において，盛

大に開催された．

　また17日の午後には気象庁第1，2会議室において，

畠山久倫理事長の司会で，岡田武松先生追悼の座談会が

行われ・佐藤順一氏，奥山奥忠氏，『一国富信一氏，和達清

夫氏・大谷東平氏，佃十吉氏等から貴重な思い出話を聞

くことができた．

17日夜は・和達清夫長官司会‘P下に・岡田武松先生追悼

懇談会が如水会館大食堂において，夜食・でともにして盛

大に行われた．中村清二氏，安藤広太胤氏，阿部正直氏，

加茂儀一氏，田内静三氏，宇田道隆氏等の話に花が咲い

た．岡田先生の御息女抜山夫人の挨拶があり，同夫人の

上の句にっけた藤原寛人氏の即興の短歌の朗読は印象的

であった．

　　　ありし日の
　　　　　，恩師の写真　前にしつ

　　　　　　　思出つきぬ　今宵なるかも

角
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．日本気象学会創立75周年配念事業資金寄附者名簿（2）

　10月13日から11月11日までに御寄附を頂いた方々（到着順）は次のとおりです．なお，これをもって申込

受領証に代えさせていただきます．もし掲載漏れの方がありましたら至急御連絡下さい．
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　新入会員　久保次郎（気象庁産業気象課），杉沢新太

郎（盛岡測候所）・尾崎風伍（京都大学），後藤常男（通

報課），川原琢摩（三重大学），大恵実（陸上自衛隊），

高木久（遠軽陸上自衛隊），三井勝夫（陸幕第2部長室），

三好弘明（越中島自衛隊），深田正道（第1航空団），増

田春男（浜松市航空自衛隊），本沢公男（防府市中之関

第1航空教育隊），中田英実（臨時美保派遣隊），石原義

昭（霞ケ開防衛庁）・永野輝雄（防衛庁），広田栄一（航

空串衛隊防府基地隊）・中村節郎（練馬部隊）・近藤茂（練

馬部隊）

　　　　　　　　　　　　　　　1
　認

　　　　　　　講演会予告
　　　　　1）2月の例会申込について
　例年のように来年2月中旬，予報技術検討会にひきつ

づいて長期予報関係の学会をひらきます．講演希望者は

来年1月末日までに申込んで下さい．

．申込先・東京都千代田区大手町1の7気象庁内

　　　　〆予報研究室　　朝倉正マデ

　　　　　2）来年の総会は次のようにきまった．

　場　所　　名　古　屋

期　日一昭和32年5月21日一23日

”天気”
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